
４．特別講演（一般公開）

演題：「日本最古の鬼伝説とたたら」

講師：大下 修一 氏（郷土史研究家）

５．企画セッション（一般公開）

企画セッションは，「豪雨に関する最近の気象観測お

よび予測技術」というテーマで意見交換を行います。

６．現地研修会

Aコース 伯耆大山・米子市方面：流砂系をたどる・

大山山系～皆生海岸１日コース（定員約

５０名）

Bコース 伯耆大山・倉吉市方面：歴史的砂防施設を

たどる天神川１日コース（定員約５０名）

７．参加申し込み方法と参加費

研究発表会，現地研修会，意見交換会等の参加申し込

みにつきましては，学会ホームページの参加申し込み受

付システム（WEB申し込み）により行います。概要集

掲載原稿の投稿を行った方も必ず参加申し込みを行って

下さい。詳細は「�．」をご覧下さい。なお，「鳥取大会」
では会場に１歳以上の未就学児の一時保育室（有料）を

設置します。詳細については，「�．」の＜一時保育につ
いて＞をご確認下さい。宿泊については各自でご手配を

お願いします。

WEB申し込み期間（３月１３日�～５月７日�）
参加費（前納の場合）

・研究発表会参加費

・一般会員（一般非会員）

７，０００円（１０，０００円）

・学生会員（学生非会員）

３，５００円（５，０００円）

・意見交換会費 ６，０００円

・現地研修会費

Aコース ５，０００円

（昼食代１，０００円を含む）

Bコース ５，０００円

（昼食代１，０００円を含む）

平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「鳥取大会」

定時総会並びに研究発表会「鳥取大会」実行委員会

平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会を，下記の要領で開催いたしますのでお知

らせします。多数のご参加と研究発表をお願いいたします。

なお「砂防学会研究発表会」は，CPD（技術者継続教育）の履修実績として申請することができます。

（CPDに関する問合せ先：砂防学会事務局 TEL：０３―３２２２―０７４７）

�．平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「鳥取大会」実施要領

１．期 日 平成３０年５月１６日�～１８日�
２．会 場 米子コンベンションセンター「BiG SHiP」

〒６８３―００４３ 鳥取県米子市末広町２９４ TEL：０８５９―３５―８１１１

意見交換会会場／ANAクラウンプラザホテル米子 ２階大宴会場（飛鳥）

〒６８３―０８２４ 鳥取県米子市久米町５３―２ TEL：０８５９―３６―１１１１

３．日 程 下記日程表のとおり（※予定であり今後変更することがあります）

５月１６日� 受付
企画セッション 特別講演 昼休憩 定時総会 コアタイム 口頭発表セッション

移動 意見交換会
ポスターセッション・企業展示・行政展示

５月１７日� 受付
口頭発表セッション 昼休憩 コアタイム 口頭発表セッション

ポスターセッション・企業展示・行政展示

５月１８日	 現地研修会（２コースから選択）

※特別講演，企画セッション，行政展示および企業展示は一般公開となります。

８：３０９：００９：３０ １０：００ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １４：２０１５：００ １５：４０ １７：００ １７：４０ １８：３０ ２０：３０
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注：参加費は全額前納して下さい。なお，入金後に

取消し等の返金はいたしません。

当日参加申し込み受付の場合

当日の参加申し込みの受付は学会デスクにて研究発

表会および意見交換会の参加のみ受け付けます。

当日料金

・研究発表会参加費

・一般会員（一般非会員）

１０，０００円（１３，０００円）

・学生会員（学生非会員）

５，０００円（６，５００円）

・意見交換会費 ７，０００円

８．「鳥取大会」実行委員会

委員長 海堀 正博 （公社）砂防学会中四国支部長

（広島大学大学院総合科学研究科教授）

副委員長 藤村 尚 鳥取大学名誉教授

委 員 中村 公一 鳥取大学大学院工学研究科准教授

委 員 木原 均 国土交通省中国地方整備局河川部土砂防災対策分析官

委 員 寺岡 猛 林野庁近畿中国森林管理局計画保全部治山課長

委 員 的場 善博 鳥取県県土整備部治山砂防課長

委 員 川口 均 （一社）建設コンサルタンツ協会中国支部理事

（シンワ技研コンサルタント
代表取締役社長）
委 員 大野木昭夫 （一社）鳥取県測量設計業協会長

（サンイン技術コンサルタント
代表取締役社長）
委 員 山下 祐一 （公社）砂防学会中四国支部副支部長

（
テクニコ）
委 員 杉浦 信男 （公社）砂防学会事務局長

９．お問い合わせ先

平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表

会「鳥取大会」実行委員会事務局

〒１０２―００９３東京都千代田区平河町２―７―４

砂防会館別館 A棟３階

（公社）砂防学会事務局（担当 杉浦，大久保，若原）

TEL：０３―３２２２―０７４７ FAX：０３―３２３０―６７５９

１．発表セッション

発表方法は，口頭発表とポスター発表です。なお，口

頭発表を希望されていても，ポスター発表に変更をお願

いする場合があります。口頭発表セッションでは，一般

セッションとテーマ別セッションを設けます。また，大

会初日５月１６日�９：３０～１０：５０に，一般にも公開し
て以下に示す課題の企画セッションを設定いたします。

企画セッション（一般公開）

豪雨に関する最近の気象観測および予測技術

コーディネーター：辻本浩史（（一財）日本気象協会）

近年国内では，豪雨による土砂災害が多発しており，

激甚な被害をもたらしている。短時間のうちに周囲の状

況が大きく変化する豪雨災害では，身の回りに危険が迫

る前に避難することの必要性が指摘されているが，その

判断を適切に行うためには気象現象などを正しく理解す

ることが求められる。また，土砂災害に対するハード対

策を検討する上でも，激甚化・多発化する豪雨の実態を

把握することは重要性が高い。本セッションでは，気象

専門家より最近の気象学や各種技術について解説し，最

新情報を提供することを試みる。例えば，地球温暖化の

トレンドと豪雨発生への影響，線状降水帯の発生など近

年の豪雨災害の原因となった気象現象の解説，最近の気

象観測技術や数値予報技術などの発達などを取り上げる

予定である。

テーマ別セッション

（１）流域総合土砂管理のあり方

コーディネーター：藤田正治（京都大学防災研究所）

日野川水系では，たたら製鉄の終焉に伴い，大正１２

年頃から海岸侵食の問題が顕在化する一方，水源地域に

は山体の侵食が激しい大山から大量の土砂が流出してお

り，土砂災害の発生が懸念されている。また河道への土

砂堆積や樹林化により海岸への供給土砂量が減少するな

ど，流砂系に関する様々な課題を抱えている。この課題

を解決する必要があることから，国交省をはじめとする

関係機関からなる「日野川水系及び皆生海岸総合土砂管

理連絡協議会」は，「日野川流砂系の総合土砂管理計画」

を平成２７年３月に策定し，関係機関が連携して土砂動

態の改善に取り組んでいるところである。総合土砂管理

計画の策定は全国的にも早く，中国地整や日野川河川事

務所，関係機関の熱意が伺われるところである。

本セッションでは，全国で行われている同様な事例も

含めて，それぞれの地域の取り組みを支援することを目

的とした，今後の総合土砂管理のあり方を議論する。

（２）局所豪雨に起因する最近の土砂災害の特徴と課題

コーディネーター：海堀正博（広島大学大学院）

平成２９年７月九州北部豪雨による土砂災害が発生し

た。災害の誘因は，限られた地域で記録的な大雨が降っ

たことによるものであった。これにより，表層崩壊の集

中発生，規模の大きな崩壊の発生，大量の流木の流出が

あり，流木による建物被害や水・土砂の移動範囲が変化

した事例等が多数確認された。一方で，砂防堰堤による

流木捕捉機能が発揮され，下流の被害軽減に寄与した事

例も確認されている。同様に，平成１１年６月豪雨によ

る広島市・呉市での土砂災害，平成２２年７月豪雨によ

る広島県庄原市での土砂災害，そして平成２６年８月豪

�．平成３０年度砂防学会研究発表会要領

砂防学会誌 Vol．７０ No．６（３３５）March２０１８
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雨による広島市での土砂災害なども，限られた地域での

記録的な大雨が災害原因の１つであった。

本セッションでは，局所豪雨に起因する土砂災害を事

例に挙げ，災害の素因および誘因，土砂移動現象，流木

の問題，孤立化や災害時要配慮者関連施設の被災といっ

た被害の特徽，ハード対策およびソフト対策の現状から

見られる課題と今後の対策を議論する。

（３）新たな河床変動・流砂計測手法の比較による特性の

把握と改良の検討

コーディネーター：宮田秀介（京都大学防災研究所）

山地渓流の流砂量とそれに伴う河床変動の把握は，流

砂系における土砂移動の出発点として非常に重要である。

近年は流木による被害の拡大も頻発しており，これを含

む解析も重要な課題の１つとなっている。現状では，渓

流ごとの流砂量予測は難しく，現地観測が必須である。

これまで，様々な流砂（掃流砂）計測手法が提案されて

おり，現在は音響法（ハイドロフォン）が広く利用され

つつある。ただし，いずれの手法も測定可能場所や測定

可能対象（粒径など）について一長一短があり，測定対

象を広げるためにも，新たな計測手法が求められる。ま

た，流木災害の現状を踏まえて，現地調査，水理実験や

数値シミュレーションなどによる検討も必要性が増加し

ている。また，新規手法により得られたデータの活用に

ついてもその特性を踏まえて考慮する必要がある。

本セッションでは，山地渓流における流砂量および河

床変動計測に関する新たな手法開発や詳細な流砂量・河

床変動計測にもとづく現象の解明，その利用について紹

介するとともに課題と今後の方向性について議論する。

（４）巨大（深層）崩壊の高精度編年研究会の報告－年輪

年代法による巨大崩壊の発生年代の推定と歴史史料

との対比－

コーディネーター：井上公夫

（砂防フロンティア整備推進機構）

日本各地に地質時代～歴史時代の巨大（深層）崩壊地

（移動体体積≧１０７m３）が存在する。崩壊の発生年代を編

むことは，崩壊の発生間隔や斜面災害史，地形発達史な

どを論じる上で重要である。巨大崩壊は豪雨だけでなく，

巨大地震によっても発生するので，海溝型巨大地震や内

陸活断層直下型地震との関係を議論するための重要な基

礎資料となる。地質現象の編年には様々な手法があるが，

測定原理や測定誤差のために，通常は数十年以下の精度

まで限定することは不可能である。一方，樹木年輪幅の

変動パターンを標準試料と比較して樹木の枯死年代を決

定する年輪年代法は，１年単位での編年が可能である。

本セッションでは高精度編年研究会として，史料災害学，

第四紀地形・地質学および年輪年代学の専門家が連携し，

巨大崩壊の発生時期を年単位で確定することを目指して

行ってきた成果を報告する。

本セッションには本研究会の共同研究者だけでなく，

関心のある多くの方々の参加を望みます。

２．発表者の資格

発表者は，発表申し込み時点および研究発表時点にお

いて砂防学会の個人の正会員か学生会員に限ります（グ

ループでの発表の場合は，発表者が会員であることが必

要です）。なお，発表者とは，口頭発表では実際に会場

において口頭で発表するもの（１名）を指し，ポスター

発表ではコアタイムに実際に説明する者（代表者１名）

を指します。原則として，発表者としての件数は口頭発

表もしくはポスター発表のどちらか一件とします（発表

者以外の共著者の場合はこの限りではありません）。な

お，企画セッションならびにテーマ別セッションについ

ては，発表者の重複制限から除外するものとします。

３．発表内容

土石流，山崩れ，表面侵食，地すべり，地震や噴火に

起因した土砂流出等の土砂災害およびそれらの防止工事，

斜面緑化，森林水文，森林が土砂流出に与える影響，土

砂災害減災と生態系保全，砂防の社会的評価に関するも

ので，原則として学会等に未発表のものに限ります。

４．発表方法

口頭発表は，発表会場に設置されたプロジェクターを

用いて，発表者各自のパソコンまたはタブレット，会場

に準備したパソコンにより行います。発表者各自のパソ

コンまたはタブレットを用いて発表する場合は，ミニ D

―Sub１５ピン オス端子に接続できるようご準備下さい。

会場に準備したパソコンを用いる発表者は，USBメモ

リにファイルを格納して持参して下さい。会場に準備す

るパソコンの OSはWindows７，ソフトは PowerPoint

２０１６を予定しています。詳細は決まり次第，砂防学会

ホームページ内「砂防学会研究発表会／シンポジウム」の
「平成３０年度研究発表会（鳥取）」（http : //www.jsece.or.jp

/indexj.html）に掲載します。発表前に動作確認を行うよ

うお願いします。

５．発表申し込み（すでに締め切っています）

本大会の一般の発表申し込みは，すべて原稿投稿シス

テムによるオンラインで受け付けます。原稿投稿システ

ムには，砂防学会ホームページ内「砂防学会研究発表会

／シンポジウム」の「平成３０年度研究発表会（鳥取）」
（http : //www.jsece.or.jp/indexj.html）からアクセスできま

す。電子メールやはがきによる申し込みは受け付けませ

んので，ご注意下さい。なお，企画セッションやテーマ

別セッションでの発表申し込みについては「７．研究発表

要領に関する問合せ先」まで直接申し込んで下さい。

発表申し込みの締め切りは，平成３０年２月２３日�と
させていただきました。

（５）



６．概要集掲載原稿の投稿

概要集掲載原稿の投稿は，原稿投稿システムによるオ

ンラインで受け付けます。下記の原稿作成要領に従って

原稿を作成し，PDF形式（２MB以下）に変換して投稿

して下さい。

提出期限は，平成３０年４月６日�２４時（厳守）です。
提出期限以降は受け付けられませんので，期限厳守をお

願いいたします。なお，投稿を行っても参加申し込みに

はなりません。参加申し込みは別途行って下さい。

ただし，重複発表のため，原稿投稿システムではなく

問い合わせ先へ直接申し込まれた発表の概要集掲載原稿

は，問い合わせ先へメールにて送付して下さい。

７．研究発表要領に関するお問い合わせ先

〒６８０―８５５２ 鳥取市湖山町南４―１０１

鳥取大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻

中村公一

Tel：０８５７―３１―５９８６ Fax：０８５７―２８―７８９９

E-mail : nakamura@cv.tottori-u.ac.jp

本大会では概要集の印刷は行いません。提出された

PDFファイルの原稿にページを付した後，砂防学会ウ

ェブサイトに掲載します。以下の諸点に留意の上，鮮明

な原稿の提出をお願いします。

１．原稿書体

原稿は原則としてMS-Word等のワープロソフトで作

成して下さい。

２．原稿用紙および文字のサイズ

用紙サイズは A４とし，上１５mm，下２５mm，左２０

mm，右２０mmを確保して下さい。

１行の文字数および１ページの行数は自由とします。

ただし，文字のサイズは１０ポイント以上とします。

３．原稿枚数

２枚とします。１枚あるいは３枚以上は受け付けませ

ん。

４．題名および氏名

題名は第１行目の中央に書き，１行あけて所属，発表

者名（連名の場合は発表者の先頭に○印を付ける）を右

側に寄せて書いて下さい。題名は本文よりやや大きめに

書いて下さい。

１行あけて本文を書き始めて下さい。

５．使用する文字

使用する文字や仮名遣いは，原則として「常用漢字表」

「現代仮名遣い」に従って下さい。

６．改行

改行した場合の次の行は，必ず１字あけて書き始めて

下さい。

７．文字の割付

句読点，（ ），：，引用記号および１桁アラビア数字

には１マスをあて，アルファベットおよび２桁以上のア

ラビア数字には２字で１マスをあてて下さい。

８．見出し番号

本文の章，節等には次の記号を使用して下さい。

章 １，２，３

節 １．１，１．２，１．３

節以下 １．１．１，１．１．２，１．１．３

９．参考文献

内容に関係のある参考文献を最後にあげて下さい。

１０．図表・写真

図表・写真はすべてクリアにし，原則として本文の間

の所定の位置に挿入して下さい。左右に余白ができたと

きは，その部分にも本文を記入して下さい。カラーの図

および写真を使用しても構いません。

１１．原稿のPDF化と取り扱い

完成した原稿は，PDF化ソフト（例えば，Adobe Acrobat

等）を用い，フォントを埋め込んだ PDFファイル（２

MB以下）を作成して下さい。原稿にはページ番号を入

れないで下さい。なお，PDF化された原稿からそのま

ま概要集を作成しますので，不鮮明なものについては再

提出をお願いすることがあります。ご了承下さい。

１２．原稿作成要領に関するお問い合わせ先

〒６８０―８５５２ 鳥取市湖山町南４―１０１

鳥取大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻

中村公一

Tel：０８５７―３１―５９８６ Fax：０８５７―２８―７８９９

E-mail : nakamura@cv.tottori-u.ac.jp

�．砂防学会研究発表会概要集掲載原稿作成要領
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５／１８
（金）

９：００米子コンベンションセンター→大山寺→み

るくの里→大山砂防二の沢（環状道路）→鍵掛

峠→二の沢砂防堰堤→日光公民館→皆生温泉

→弓ヶ浜展望駐車場（富益工区）→１５：１０（予

定）米子駅（米子コンベンションセンター）→

１５：４５（予定）米子空港

５／１８
（金）

８：００米子コンベンションセンター→加勢蛇川

崩落地→小鴨川第二砂防堰堤→清水谷砂防堰

堤（１号・５号）→三朝温泉（ブランナールみさ

さ）→砂原砂防堰堤→道の駅 燕趙園→１４：４０

（予定）米子駅（米子コンベンションセンター）

→１５：１５（予定）米子空港

ポスター発表１件あたりのポスター掲示範囲の大きさ

は，幅９０，高さ１８０を予定しています。詳細は決ま
り次第，砂防学会ホームページ内「砂防学会研究発表会

／シンポジウム」の「平成３０年度研究発表会（鳥取）」
（http : //www.jsece.or.jp/indexj.html）に掲載します。

現地研修会は以下の２コースあります。この機会にぜ

ひご参加下さい。

●Aコース 【参加費 ５，０００円】

（内訳：バス等交通費＝４，０００円，昼食＝１，０００円）

伯耆大山・米子市方面：流砂系をたどる・大山山系～

皆生海岸１日コース（定員約５０名）

●Bコース 【参加費 ５，０００円】

（内訳：バス等交通費＝４，０００円，昼食＝１，０００円）

伯耆大山・倉吉市方面：歴史的砂防施設をたどる天神

川１日コース（定員約５０名）

《注意事項》

１．各コースとも出発時刻の１５分前の集合となります

（時間厳守でお願いします）。

集合場所は両コースとも米子コンベンションセンタ

ー「BiG SHiP」です。

Aコース（伯耆大山・米子市方面）：

出発時間 ９時００分

Bコース（伯耆大山・倉吉市方面）：

出発時間 ８時００分

※コースにより出発時間が異なりますのでご注意願います。

２．解散場所は両コースとも米子駅と米子空港を予定し

ております。

３．両コースとも短時間にお食事をしていただくため，

事前予約制にしております。

４．天候・道路状況・現場状況により到着予定時間が変

更になる場合があります。

（解散場所からの帰路列車等の手配については時間

に余裕を持って予約をお願いします）

５．定員状況により申し込みをお断りする場合がありま

すのであらかじめご了承下さい。

６．申し込み状況により中止する場合もありますのであ

らかじめご了承下さい。

７．手荷物は米子市文化ホール（米子コンベンションセ

ンター「BiG SHiP」横）にて一時預かりが可能です。

○米子市文化ホール

（〒６８３―００４３鳥取県米子市末広町２９３番地）

TEL：０８５９―３５―４１７１（代表）

１．参加申し込み

参加・現地研修会・意見交換会等のお申し込みは，砂

防学会ホームページから行って下さい(WEB申し込み）。

WEB申し込みページの入力フォーマットに従って直接

入力して下さい。団体の場合も，WEB申し込みして下

さい。見積書，請求書はホームページから出力できるよ

うにいたします。事務処理作業の軽減のため，クレジッ

ト決済，コンビニ決済，あるいは銀行振り込みをご利用

下さい（やむを得ない理由がある場合に限り，当日現金

での支払い，後払いも受け付けます。この場合，�．７
に記した当日料金となります）。

領収書は学会にて入金を確認した後にホームページか

ら出力できるようにいたします。

受付期間は平成３０年３月１３日�～平成３０年５月７
日�までで，コンビニ決済ならびに銀行振り込みの入金
期限は５月１１日�です。

＜一時保育について＞

１歳以上の未就学児の一時保育（有料）は５月１６日

�と１７日�に設置し，利用には事前申し込みが必要で
す。一時保育についての詳細は砂防学会ホームページ内

「砂防学会研究発表会／シンポジウム」の「平成３０年度

�．ポスターセッション展示

�．現地研修会

�．平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会参加申し込みのご案内

（７）



研究発表会（鳥取）」（http : //www.jsece.or.jp/imdexj.html）

に掲載します。

２．参加申し込み締切日

平成３０年５月７日�

３．参加申し込み後の変更・取り消しについて

申し込み後に変更・取り消しが生じた場合は，学会事

務局までご連絡下さい。

参加費・意見交換会費・現地研修会費等は，入金後は

返納しませんのでその旨ご了解下さい。

４．個人情報の取り扱いについて

お送り頂きました個人情報については，連絡のために

利用させていただくほか，申し込み頂いた「平成３０年

度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「鳥取大

会」」の円滑な運営のために必要な範囲内で利用します。

◆お問い合わせ先

「平成３０年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会「鳥取大会」」事務局

住所 〒１０２―００９３ 東京都千代田区平河町２―７―４砂防会館別館 A棟３階

公益社団法人 砂防学会 事務局

TEL ０３―３２２２―０７４７ 受付時間：月～金 １０：００～１７：００

FAX ０３―３２３０―６７５９

ホームページ http : //www.jsece.or.jp/indexj.html

E-mail : sabo274@abox3.so-net.ne.jp

【申し込み・入金】

申し込みのステップ 内 容

�砂防学会
ホームページ

http : //www.jsece.or.jp/indexj.html
「平成３０年度総会並びに研究発表会鳥取大会」のページに，申し込み専用ページへのリンクが掲
載されます。

�お申し込み 入力フォーマットに従って直接入力して下さい。
※送信後，自動返信で受付け確認が送信されます。

�見積書・請求書 参加費・意見交換会費・現地研修会費の見積書および請求書はホームページから出力できます。

�参加費・意見交換
会費・現地研修会費
のお支払い

クレジット決済，コンビニ決済，あるいは銀行振り込みをご利用下さい。銀行振り込みをされる
場合は，振込手数料は申込者負担となります。

�領収書および参加票 学会が入金を確認しましたら，ホームページから領収書および参加票（研究発表会，意見交換会，
現地研修会）が出力できます。出力頂きました参加票は当日受付にご提示下さい。

�変更・取り消し 学会事務局まで連絡して下さい。
TEL：０３―３２２２―０７４７ 受付時間：月～金 １０：００～１７：００
※入金後の返納不可

参加申し込み期間は平成３０年３月１３日�～平成３０年５月７日�です。
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�．案内図

定時総会・研究発表会会場：米子コンベンションセンター「BiG SHiP」

・JR米子駅から徒歩約５分

・米子鬼太郎空港から JR米子駅までバスで約２５分

意見交換会会場：ANAクラウンプラザホテル米子

・米子コンベンションセンター「BiG SHiP」から徒歩約１０分

（９）


